
ポイント
濃緑、小葉立性で管理作業が容易。首しまりがよく、在圃

ほ

性にすぐれる。追肥を少量ずつ施す。酸素供給剤の活用。

　

２
０
１
７
年
は
秋
台
風
の
影
響
で
、
産

地
の
多
く
が
被
害
を
受
け
、
そ
の
結
果
ネ

ギ
の
価
格
が
高
騰
し
、
春
ま
で
高
い
価
格

で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
の
市
場

価
格
を
見
て
も
ネ
ギ
は
価
格
の
暴
落
が
少

な
く
、
比
較
的
高
い
価
格
で
取
引
さ
れ
て

い
ま
す
。
儲
か
る
野
菜
の
一
つ
と
し
て
、

新
た
に
作
付
け
す
る
産
地
も
あ
り
、
全
国

的
に
見
る
と
作
付
面
積
は
微
減
で
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ギ
は
高
温
・
多
湿
を
嫌
う
作
物
の
た

め
夏
秋
ど
り
の
中
心
産
地
は
、
北
海
道
や

東
北
な
ど
の
冷
涼
な
気
候
の
産
地
に
集
中

し
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
温
暖
化
に
よ
り
、

そ
れ
ら
の
地
域
で
も
耐
暑
性
に
す
ぐ
れ
る

品
種
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
台
風

の
発
生
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
な
い

よ
う
、
で
き
る
限
り
葉（
葉
身
）を
コ
ン
パ

ク
ト
に
し
、
風
に
よ
る
倒
伏
が
少
な
い
品

種
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
葉
身
を
短
く
小
葉
立
性
に
し
、

濃
緑
、
硬
葉
で
、
さ
ら
に
は
襟
部
の
ば
ら

け
を
遅
く
す
る
こ
と
で
倒
伏
や
耐
暑
性
に

す
ぐ
れ
る
品
種
の
育
成
を
目
標
と
し
ま
し

た
。
そ
れ
ら
を
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
幅

広
い
産
地
、
作
型
で
試
験
を
重
ね
、
こ
の

た
び
タ
キ
イ
交
配「
名
月
一
文
字
」と
命
名

し
、
発
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

濃緑、小葉立性で
　管理作業が容易
　「名月一文字」は、草姿が濃緑
で小葉立性のため土寄せや薬剤
散布などの管理作業が容易に行
えます。草丈は85～95㎝、葉

よう

鞘
しょう

部は35～40㎝とコンパクトで風
による倒伏の被害が少ない品種
です。

そろい性と耐病性に
　すぐれる
　本種はクズの発生が少なく、
Ｌサイズ中心によくそろい秀品
率の高い品種です。さび病やべ
と病にも強いですが、予防を中
心とした薬剤散布は必要です。

出荷調製が容易で、
　良食味
　皮むきが容易で、葉身も短い
ためごみの量を軽減できます。
また、黒

くろ

柄
がら

系ながら肉質は緻
ち

密
みつ

で繊維質は少なく、味が濃いた
め、焼き物や煮物料理に適しま
す。

首しまりにすぐれ、襟
えり

部
のばらけが遅いため在圃
性にすぐれる

　首部のしまりがよく、襟部の
ばらけが遅い品種です。特に高
温期に襟部がばらけると、そこ
から軟

なん

腐
ぷ

菌が侵入し発病しやす
くなります。

茨城研究農場

雨
あめ

村
むら

 拓
たく

央
お

濃緑・小葉で耐暑性にすぐれる
夏秋どり１本ネギ

品種特性

「
名め

い

　
げ

つ月
一い

ち

文も

ん

字じ

  ®」

ネギ

発
New

表 ！
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土
寄
せ
・
肥
培
管
理

　

生
育
に
合
わ
せ
た
緩
や
か
な
持
続

的
な
肥
効
体
系
が
効
果
的
で
す
。
有

機
系
肥
料
や
緩
効
型
の
肥
料
を
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
、
追
肥
を
少
量
ず
つ

こ
ま
め
に
施
す
こ
と
が
上
作
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　

特
に
高
温
期
は
ネ
ギ
の
活
性
が
弱

ま
る
た
め
、
土
寄
せ
や
多
量
の
施
肥

は
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
軟
腐
病
な
ど

の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。
ま
た
高
温

期
に
襟
部
が
隠
れ
る
ま
で
土
寄
せ
を

施
す
と
、
襟
部
か
ら
病
原
菌
が
侵
入

し
、
病
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す

の
で
、
土
を
寄
せ
す
ぎ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

病
害
対
策

　

耐
病
性
に
関
し
て
は
、
品
種
間
差

も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
ど
の
ネ
ギ
も

罹り

病
し
ま
す
の
で
、
予
防
を
中
心
と

し
た
薬
剤
散
布
が
重
要
で
す
。
高
温

期
に
問
題
と
な
る
軟
腐
病
に
関
し
て

は
、
治
癒
剤
は
な
い
た
め
高
温
期
を

迎
え
る
前
に
、
土
寄
せ
の
際
に
「
オ

リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
」
な
ど
を
混
和
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
高
温
期
は
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
な
ど
の
害
虫
も
発
生
し
や
す
く
な

り
、
商
品
価
値
も
下
が
り
ま
す
の
で
、

粒
剤
、
水
和
剤
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
発
生
が
ひ
ど
く
な
る
前
に
抑

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　「ホワイトスター」に代表されるホワイトシリーズは、伸長性、肥大性にすぐ
れるなど生育が旺盛で、播種から収穫までの日数が短いタイプの品種です。夏
どりや年内どりには「ホワイトスター」を、耐寒性が必要な作型では「ホワイト
ソード」をおすすめします。
　一方、小葉で緩やかに生育し、襟部のばらけが遅く在圃性にすぐれる一文字
シリーズは、現在晩

ばんちゅう

抽系の「初
しょ

夏
か

一文字」と今回発表の夏秋どり種「名月一文字」
の２品種ですが、今後、秋冬どり種を発表し、シリーズを充実させていきます。

　2017年11月７日、大分県豊後高田地区において豊後高田
市主催「名月一文字」の検討会が開催されました。当日は、
生産者30名、大分県北部振興局や豊後高田市役所職員ほか、
ＪＡおおいた、県内の種苗店などから合わせて約40名が参
加されました。
　豊後高田地区は栽培面積400 haの生産地で、海沿いの砂
地の産地であり、地温が上がりやすくネギに耐暑性が求め
られる地域です。
　「名月一文字」が他品種に比べ欠株の少ないことやその形
状安定性、軟腐病の発生が少ない点などを見ていただくこ
とができました。
　また台風の影響も大きな地域であることから、「名月一
文字」が小葉であることへの関心も高かったようです。

 栽培ポイント
おすすめ資材

　本種は全般緩やかに生育するため収穫ま
での日数を長く確保することが必要です。
また高温期でも緩やかに生育する一方、晩
秋から冬場の低温期にかけて生育が鈍り、
休眠に入るタイミングが秋冬系の品種より
早くなります。したがって秋冬どりの播種
期で栽培すると軟

なん

白
ぱく

長が足りなくなるため
注意が必要です。一般地では11月まで、冷
涼地では10月までに収穫を終えるよう播種、
定植時期を計画します。

■「名月一文字」適期表

冷
涼
地

中
間
・
暖
地

ハウス・トンネル育苗

ハウス・トンネル育苗

根深ネギ（春まき秋冬どり）特性表
品種名 系統 草姿 草勢 分けつ 葉鞘部（cm） 耐暑性 低温伸長性 耐寒性 食味

名月一文字 黒柄 極立 ○ 無 35～40 △ △ ◎
ホワイトソード 合黒 立 ◎ 無 40～48 △ ◎ ◎
ホワイトスター 合柄 立 無 40～50 ◎ ○

←
他社品種（上）と「名月一文字」を実際に比
べて、欠株の少なさや形状安定性、軟腐
病の少なさなどに高評価をいただいた。

↑ホストマト↑オキソパワー５

１

２

「一文字」「ホワイト」シリーズそれぞれの使い分け 作型

「名月一文字」大分県での現地検討会でも注目！

※文中で紹介している農薬は、タキイでは取り扱いのないものもございます。ご了承ください。
　また、農薬をご使用の際は必ず登録の有無や使用方法をご確認ください。（編集部）

　ネギの根は酸素要求量が高いため、土寄せする
と根は上部の方に伸長します。近年の異常気象、
ゲリラ豪雨によりネギの根が冠水し腐敗する現象
が各地で問題になっています。酸素供給剤のひと
つである「オキソパワー５」は、約５カ月と酸素供
給期間が長いため長期にわたり、根の呼吸を助け
根張りをよくし、作物の健全な生育を助けます。
元肥として10ａ当たり40～60 ㎏ 全面散粒混和で利
用するのがおすすめです。
　亜リン酸肥料「ホストマト」も発根を促す肥料と
しておすすめです。
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